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―開催概要―
第59回夏学では，「生命の見方を変える」と題して，

以下のような内容を計画しています．
➢会場： 神戸セミナーハウス（神戸市北区道場町生野

字 ロクゴ 318-2，JR道場駅から専用バスで
約 15分）

➢日程： 2019年 8月 26日（月）～ 8月 29日（木）
➢内容： 1日目　 自己紹介フラッシュトーク，グルー

プワーク，ポスター発表
 2日目　 メインセミナー，ポスター発表
 3日目　 分科セミナー，グループワーク，

BBQ，ポスター発表
 4日目　 基調講演
生物物理学は生物を物理的な手法や考え方によって
根本から理解しようとする，非常に幅広い分野をもつ
学術領域であり，その各分野において研究対象や研究
手法，そして生命に対する考え方そのものが異なって
います．つまり，分野ごとに生命に対する様々な見方
が確立し，進化しているといえます．また，昨今はア
カデミアや企業において分野を超えた共同研究が盛ん
に行われており，日々新たな研究成果が生み出されて
います．しかし，若手研究者たちは自らの研究や興味
が幅広い生物物理学のどこに位置していて，他の分野
の視点とどのような違いがあるのかを理解しにくいの
が現状であると感じています．そこで，第 59回の夏
学では，この現状を打破し，参加者に新たな生命の見
方を獲得してもらうことを目指し，以下の目標を設定
しました．

・ 参加者同士の生命の見方を共有し，かつ互いに理解
することで，参加者自身の生命の見方を見つめ直
す．

・ 幅広い分野から各分野をリードする講師を招待し，
講演や討論を通じて新たな生命の見方を学ぶ．

・ 自分の専門や夏学から得た学びを通じ，参加者ごと
に新たな生命の見方を模索する．

―本夏学の特徴―
1. 幅広い分野の講師陣から最先端の生物物理を学べる
夏学のセミナーは，各分野を最前線でリードする講
師から最先端の生物物理を学べる貴重な機会です．今
回は例年以上に多様性を重視して幅広い分野の講師陣
の講演を予定しています．（講演者のお名前とご所属：
京都大学・岩田想教授，東京大学・谷内江望准教授，
筑波大学・白木賢太郎教授，東北大学・元池育子准教
授，大阪大学・出口真次教授，大阪大学・宮ノ入洋平

生物物理 59（3），169-170（2019）

―はじめに―
生物物理若手の会　夏の学校（以後，夏学）は，生

物物理を専攻する，あるいは興味のある全国の若手研
究者が集う合宿形式の研究交流会です．若手研究者に
は大学院生，研究員，さらには学部生が含まれます．
夏学は毎年特色あるテーマを設け，それに沿った企画
内容で構成されてきました．主には，最先端分野を
リードする先生や生物物理学を長らく牽引されてきた
先生を招集し，ご講演していただき，通常の学会より
も近距離での議論を交えつつ，口頭発表やポスター発
表，またディスカッションなどの企画による活発な参
加者間交流が行われてきました．昨年，中部支部主催
で開催した第58回夏学（於：ぎふ長良川ホテルパーク）
―ぼくらの生物物理の教科書―では，例年よりも年齢
層や分野の多様性に富んだ参加者が集まり，講演にお
いても各界の著名な先生が結集し，大変好評でした．
第 59回となる今年の夏学は，関西支部と昨年九州
大学の学生を中心に結成された九州支部が合同で主催
します．校長は本稿の執筆者である荒谷（関西支部），
副校長はファン ボンジュさん（九州支部）で運営し，
開催地は神戸セミナーハウスを予定しております．昨
年の夏学でのご挨拶で「京都で開催します！」と言っ
ていましたが，精査した結果，京都よりも，主に会場
の面で神戸での開催が適切であると判断しました．京
都での開催は，2023年に京都で開催される国際純粋
および応用生物物理学連合（International Union for 
Pure and Applied Biophysics）と同時期に，1978年以来
となる国際夏学として実現を目指したいところです．
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び夏学の発起人である故・大沢文夫先生の意思を歴代
の校長が脈々と引き継いできたおかげに他なりませ
ん．第 59回生物物理若手の会夏の学校も若手科学者
に大きなインパクトを与えられるよう，邁進していく
所存です．どうぞよろしくお願いします．

―運営スタッフ―
〈関西支部〉
荒谷剛史（阪大M2，校長），杉下友晃（阪大 D2，会
場），篠元輝（京大 D1，広報・HP），嶋崎大地（京大
M3，講演，広報・HP），遊道梓（阪大M2，会計），
森祐貴（京大M2，会計），亀井武蔵（阪大M2，広報・
ポスター），斎藤崇啓（阪大 D2（5年一貫），広報・ポ
スター），宮田季和（阪大 D2（5年一貫），広報・ポス
ター）
〈九州支部〉
ファン ボンジュ（九大M2，副校長），政池彩雅（九
大 D1，広報・協賛，予稿集），宮原涼（九大M2，助
成金），江頭巧（九大M2，広報・予稿集）

―謝辞―
本夏学を企画・実行するにあたり，日本生物物理学
会の役員の方々を始めとする多くの先生方や企業およ
び研究機関にご支援・ご協力をいただいております．
また，運営や細かな引き継ぎ，アドバイスを前年度夏
学スタッフや夏学の OB・OGを始めとしまして，生
物物理若手の会の皆様からいただいております．この
場をお借りしてお礼申し上げます．

准教授，京都大学・寺川剛助教）
また，基調講演では現在京都産業大学タンパク質動

態学研究所所長で，生命科学に関わる国内外の数多く
の賞を受賞されている永田和宏教授に「生命の見方」
と題して，ご講演していただく予定です．各講演後に
は参加者間での質疑応答を含めたディスカッションを
計画しており，さらに 2，3日目には当日ご講演いた
だいた先生方と参加者間で「共同研究をしよう」とい
うテーマでパネルディスカッションしていただくこと
を計画しています．
2. 開催前のインプットを強化
夏学開催前に，講演者がお話しする概要や理解を深

めるための書籍情報をあらかじめ HP等に掲載，ある
いは配布するなどして事前学習ができる環境を整え，
意欲的な参加者の事前学習を促すことを計画していま
す．また，可能であればビジネスチャットアプリ Slack
などを使って，参加者の事前交流などもできればと考
えています．
3. 豊富な交流企画
今回の夏学では，4日間にわたる夏学のうちの 3日

間で，本格的なグループワークに取り組んでもらう予
定です．具体的には，参加者間でグループを組み共同
研究を行うことを想定して，その具体的な研究計画を
3日間でまとめあげ，有志で発表してもらうことを目
標としています．これを行うことで，参加者にはこれ
までに自分たちが（大学での勉学や当日の講演などを
通じて）学んできたインプットを共有・アウトプット
してもらい，新たな生命の見方を模索してもらう場を
設けることが狙いです．また，夜中まで行われるポス
ター発表では懇親会も兼ねており，飲食を伴った，よ
り深い議論が生まれることを期待しています．
4. 格安の会費と遠方者に対しての手厚い支援
参加を促すために，例年に比べ格安の参加費に抑え

る予定で，現在 2万円で検討しています．また，会場
から離れている，関東・東北・北海道・九州から参加
される方々に対して，旅費の一部（主に旅費の半分）
を先着順で補助する予定です．

―夏学は来年で 60周年―
来年で 60周年を迎えます夏学は，これまで多くの

若手科学者に刺激を与え，その後の素晴らしい功績の
第一歩であり続けてきました．それは，若手の会およ

前年度の夏学の様子（第 58回・中部支部主催　於　岐阜）


